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理  念 

地域の皆様に納得のできる医療を提供します 

 

行動指針 

患者さんの希望や背景を尊重します 

患者さんの個人情報を守ります 

患者さんの安全に配慮し診療に全力を尽くします 

地域における医療・介護・福祉の連携に貢献します 

 

 



平成 28 年度年報の発行に寄せて 

院長 加藤 博孝 
 

平成 18 年度に新築移転してから 11 年、平成 28年度も職員の皆さまをはじめ、関係者の皆さま

のご協力により順調に病院を運営できましたことを心より御礼申し上げます。 

 磐井病院は、広域基幹病院として救急・急性期医療、緩和ケア病棟を有する「がん治療」など

の高度・特殊 医療機能、地域医療支援病院（平成 25 年 10 月に認定）として両磐圏域の医療及び

医療及び福祉・介護施設との役割分担と連携を担っております。このような機能と、健全経営が

評価され、2016 年には全国自治体病院会長表彰を、2017.6.22 には総務大臣表彰を受賞しました。

以下に、当院の歴史と現状をまとめました。 

 

・病院名：岩手県立磐井病院 執筆者：加藤博孝 開設者：岩手県  

・病床数： 315 床（一般 305 床・結核 10 床） ・入院基本料：7対 1 

 

１ 沿革 
 

当院は、昭和 10（1935）年１月７日に購買利用組合磐井病院(29 床)として設立されたのがスタ

ートです。昭和 25（1950）年に岩手県に移管され岩手県立磐井病院と改称（内科・小児科・外科・

産婦人科・耳鼻科・眼科・物療科 計 150 床）したのが県立病院としてのスタートであり、その

後、規模を拡大し、現在に至っている。 

平成 18（2006）年４月１日に、現在の一関市狐禅寺字大平に移転し、一般 305 床、結核 10 床、

計 315 床（うち緩和ケア 24 床）の新病院として、新築移転と同時に電子カルテを導入した。 
 

２ 経営方針 
 

2012 年に基本理念を改訂し、「地域の皆様に納得のできる医療を提供します」とした。 

「患者さんの希望や背景を尊重」「患者さんの個人情報を守る」「患者さんの安全に配慮し診療

に全力を尽くす」「地域における医療・介護・福祉連携を実践」を行動方針として示した。 
 

３ 地域医療への貢献 
 

「緩和ケア病棟」を有する「地域がん拠点病院」、「地域周産期拠点病院」となっている。神経

内科・脳神経外科、他の診療科も含めて、岩手県南・宮城県北の拠点である。救急医療・がん診

療・周産期を含めた小児医療の維持に努めている。 

（１）地域医療支援病院の取得 

紹介率、逆紹介率の増加に努め。紹介患者を増やするため、地域連携室から圏域内医療機

関へ情報の周知、広報発行、どこでも医療講座を実施した結果、平成 25年には地域医療支援

病院の指定を受けることができた。 

（２）救急医療 

盛岡市や大船渡市、宮城県の救命救急センターまで１時間以上の遠距離にあるという地理

的条件もあり、平成 18年の移転新築整備に当たり、救命救急センターに準じる施設として整



備され、通常の二次救急医療のほか、救命を要する救急医療をも担っている。 

   平成 27（2015）年度の救急患者は、年間 13,600 人前後、救急車搬送は年間 2,865 台に達

しており、ＣＰＡは年間 90 人前後である。救急患者のうち、入院となる患者は年間 3,300 人

前後、救急からの入院率は 24％前後である。 

当院の医療圏域における二次救急医療は、輪番制を敷いてはいるものの、その大部分を磐

井病院が担っており、圏域の救急車搬送の 50％前後を磐井病院が受け入れている。また、当

院は、岩手県の最南端に位置することから、宮城県北からの救急患者も多く、救急患者の７％

前後が宮城県の患者となっている。 

平成 24 年度からはドクターヘリの運航も始まり、月１件程度の搬送患者を受け入れている。 

（３）がん診療 

平成 20（2008）年２月に地域がん診療連携拠点病院に指定され、消化器、乳腺、甲状腺、

呼吸器、婦人科、泌尿器などのがん治療を展開しており、外科的治療をはじめ、化学療法、

放射線治療、緩和ケアを組み合わせた集学的治療を提供している。定期的にキャンサーボー

ドを開催し、最善の治療を提供するよう努めている。 

（４）保健衛生活動 

乳幼児健診、妊婦健診、各種予防接種等を実施することにより、地域住民の健康維持・向

上の一翼を担っている。平成27年度の健康診断等実施件数は、集団検診300件、個人健診3,003

件、予防接種は 10,244 件であった。  

（５）どこでも医療講座 

当院で用意した 24 演題の中から、地域住民に希望する演題を選んでいただき、担当職員が

講師として公民館等に出向くスタイルの出前講座を開催している。地域の方々に健康や医療

のことを知っていただくことを目的として平成 25 年度後半に開始し、平成 28 年度は 10回開

催した。 

（６）地域の感染予防教室への講師派遣 

当院のＩＣＴメンバーが、市内の小中学校や一関市の健康イベント等で、手洗い教室など

感染症防止指導を行っている。 
 

４ 経営改善への取組み 
 

施設基準要件を随時確認し、算定可能な施設基準の届け出を積極的に行い、算定を維持してき

た。また、ＢＳＣ（バランススコアカード）により目標値を設定し、経営状況を把握・改善につ

なげる経営部会や病院運営連絡会議において状況を報告し、継続して実績をチェックしている。

在院日数の短縮のためクリティカルパスの見直しなどの取り組みを行い、平成 27 年度「ＤＰＣの

機能評価係数Ⅱが高い病院ランキング」では、ＤＰＣ病院Ⅲ群の中で１位（ＤＰＣ機能評価係数

Ⅱ：0.0818 ＤＰＣ病院Ⅲ群 1,401 病院中１位）となっている。また、平成 23 年（2011 年）か

らは純医業収支率で 2.0％台を維持している。 
 

５ その他の取組み 
 

（１）進路選択セミナーの実施 

高校生や中学生に医師、看護師及びその他医療職の業務を知ってもらい、将来の地域医療



の担い手となってもらうための一助とし、一関市内の高校生や中学生を対象とした進路選択

セミナーを行っている。（県立一関第一高等学校附属中学校に対する進路選択セミナーについ

ては、一関保健所、一関市と共催で一関地域独自の取組みとして実施している。） 

（２）Facebook による情報発信 

インターネットによる病院からの情報発信の方法として、ホームページに加えて広く普及

している Facebook を利用することにより、携帯電話やタブレット端末などから、より手軽に

病院の情報を得られるよう発信している。お知らせやイベント開催など、一般市民の方にも

親しみのある記事を中心に、タイムリーに更新・掲載するよう努めている。 

（３）医療系学生対象の多職種連携ワークショップの開催 

近年、多職種連携医療が重要視されていることをふまえ、県内外の医療系学生を対象とし

た 2 日間のワークショップを平成 26 年度から開催している。医・薬･看護学生が混合グルー

プ編成で実際の患者さんで療養計画の作成を行い、職種を超えたチーム医療の重要性を早い

時期から学んでいただくとともに、当院の医療教育に対する積極的な取り組みを県内外に発

信し、将来的な職員の育成・確保に繋げることも目的としている。平成 29 年度からは、オリ

エンテーション時に全職種の新人を対象に同様のグループワークを半日で行っている。 

（４）教育 

当院の重要な役割として、『教育』がある。多くの看護学生、薬学生が当院で実習している。

医師については、臨床研修必修化前から、40 年にわたり研修医を受入れてきたが、必修化に

いち早く対応し、初期研修医の数を維持してきた。当院にとって、研修医は重要な戦力であ

り、早期から現場で活躍していただいている。現在の研修医数は 13 名である。また、初期研

修２年修了後の医師は、常勤医として専門研修を行っている。 
 

６ 今後の展望と対応 
 

手狭であった救急外来、歯科口腔外科外来、化学療法室の拡張工事は、今年８月で終了し、施

設面の改善も図られた。職員の努力により、医療の質の向上がはかられここまでくることができ

ました。 

 医師をはじめとするスタッフの確保に苦労しており、今後も努力していく必要がある。当院は、

少ない産科医で年間 650 件の分娩を維持している。圏域内の民間医療機関でお産をやめる施設が

あり、当院での分娩件数が増加する見込みであり、対応が必要である。小児科医は、現在４名体

制であるが医療圏の小児科医全部合わせて７名であり全く足りていない。 

地域包括ケアについては、在宅医療と、医療・福祉・介護・歯科・薬局の情報共有システムの

構築が大きな課題であり、そのためには、各施設間での情報共有が重要であり、気仙地域の情報

共有システムである「未来かなえネット」に当院も加わる予定である、理想は、全国どこでも情

報が共有できるシステムであり、国の対応を期待する。 

 

これからも、多職種連携・地域との医療・介護・福祉との連携を深めて、地域に必要な医療を

維持し、「納得できる」効率良くかつ質の高い医療を提供できるよう努力し、なくてはならない

病院として住民の皆さまから言わることを心から願っております。 

 



 



　　　　　　　　　　　　目     次

Ⅰ 病院の概要

沿革 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ ２看護科

病院年譜 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 看護科総括 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56

病院施設の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 外来 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58

主な医療器械の整備状況 ・・・・・・・・・・ ４ 救急外来 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59

診療圏人口・当院の患者状況 ・・・・・・・ ６ 手術室・中央材料室 ・・・・・・・・・・・ 60

標榜診療科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ ２病棟 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 61

病床数・平均在院日数 ・・・・・・・・・・・ ６ ３東病棟 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62

施設基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ ３西病棟 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63

職員体制・医師の状況・組織図 ・・・・・・ 10 ４東病棟 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64

医療統計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 ４西病棟 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 66

事業運営の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・ 17 ５病棟（緩和ケア） ・・・・・・・・・・・ 67

指定医療機関・学会認定 ・・・・・・・・・・ 19 内視鏡室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68

緩和ケア病棟の概要 ・・・・・・・・・・・・・ 20 外来化学療法室 ・・・・・・・・・・・・・・ 69

臨床研修プログラム2016～2017 ・・・・・・ 22 医療安全管理室 ・・・・・・・・・・・・・・ 70

全部門対象研修会開催状況 ・・・・・・・・ 30 ３薬剤科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71

地域医療従事者研修実績一覧 ・・・・・・・ 32 ４放射線技術科 ・・・・・・・・・・・・・・・ 73

平成28年度の主な出来事 ・・・・・・・・・・ 33 ５臨床検査技術科 ・・・・・・・・・・・・・・ 75

６リハビリテーション技術科 ・・・・・・・ 77

Ⅱ 部門別活動報告 ７栄養管理科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 79

１診療科 ８臨床工学技術科 ・・・・・・・・・・・・・・ 81

緩和医療科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 ９医療福祉相談室 ・・・・・・・・・・・・・・ 83

消化器科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39 10事務局

循環器科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 総務課 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 85

小児科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 医事経営課 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 86

新生児科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43

外科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 Ⅲ 委員会活動報告

整形外科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 委員会組織図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89

脳神経外科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 医療安全管理委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 90

形成外科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 院内感染予防対策委員会 ・・・・・・・・・・ 91

皮膚科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 衛生委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 92

泌尿器科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 薬事委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 93

産婦人科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 がん診療・緩和ケア運営部会 ・・・・・・・ 94

放射線治療科 ・・・・・・・・・・・・・・・ 51 がん患者・家族サロン運営分科会 ・・・・ 96

画像診断科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 ＮＳＴ（栄養サポートチーム） ・・・・・・ 97

歯科口腔外科 ・・・・・・・・・・・・・・・ 52 地域医療福祉連携室運営委員会 ・・・・・・ 98

麻酔科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 製造販売後調査委員会 ・・・・・・・・・・・ 99

救急科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 広報・ホームページ検討委員会 ・・・・・・ 100

神経内科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 臨床検査技術科運営委員会 ・・・・・・・・ 101



リハビリテーション技術科運営委員会・・102 どこでも医療講座 ・・・・・・・・・・・・・・ 127

年報作成プロジェクトチーム ・・・・・・・103 連携いわい 平成28年５月 第12号・・・・・・・・・ 129

連携いわい 平成28年９月 第13号・・・・・・・・・ 133

Ⅳ 学会等実績・専門資格 連携いわい 平成29年１月 第14号・・・・・・・・・ 137

医局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105 連携いわい 平成29年３月 第15号・・・・・・・・・ 141

看護科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・107 和・いわい No.９ ・・・・・・・・・・・・・・ 145

医療安全管理室 ・・・・・・・・・・・・・・・・109 和・いわい No.10 ・・・・・・・・・・・・・・ 149

薬剤科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・110 和・いわい No.11 ・・・・・・・・・・・・・・ 153

臨床検査技術科 ・・・・・・・・・・・・・・・110

放射線技術科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・111

栄養管理科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・111

臨床工学技術科 ・・・・・・・・・・・・・・・111

リハビリテーション技術科 ・・・・・・・・111

医療福祉相談室 ・・・・・・・・・・・・・・・112

事務局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・112

認定医・専門医・指導医資格等 ・・・・・・113

専門資格等（医師以外） ・・・・・・・・114

Ⅴ 医事統計

診療科別患者数 ・・・・・・・・・・・・・・・・117

年度別患者数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・118

救急患者数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・119

手術室実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・120

他治療実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・120

がん診療実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・121

サマリー作成率 ・・・・・・・・・・・・・・・・121

健診受診率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

周産期実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・122

褥瘡・栄養サポートチーム ・・・・・・・・122

透析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・122

公衆衛生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・122

薬剤管理指導料 ・・・・・・・・・・・・・・・・122

退院調整 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・122

Ⅵ クラブ活動報告

野球部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・124

バレー部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・124

テニス部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125

Ⅶ どこでも医療講座・広報誌


